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  令和 2年 11 月 9 日（月） 

行 政 会 議 発 言 要 旨 

◎市長あいさつ 

始めに、去る10月31日に、「総合防災訓練」及び「図上訓練」を実施しました。訓練に携わっていただいた関

係職員の皆さんには、たいへんご苦労様でした。 

災害時には、市民の生命や財産を守るため、迅速かつ適切な行動が求められます。職員の皆様には、訓練

の成果と経験を所属内で共有し、実際の災害時に今回の訓練を最大限活かしていただきたいと思います。 

次に、過日、令和2年度市民意識調査の中間報告を公表しました。本調査において、「住みやすい」と答えた

人の割合が86．3％となり、調査開始以来、過去最高値を更新いたしました。ＣＳ90運動の目標値である90％を

超えることはできませんでしたが、これまで職員一人ひとりが積み重ねてきたものが、市民の皆さんの満足度

向上に繋がっていることは、大変喜ばしいことです。 

市民満足度を向上させることは、本市として普遍的な目標であると思っています。よって、ＣＳ90運動の取組

みをこれまで以上に推進するため、2030年までに、「住みやすい」の90％超えを新たな目標とした『CS90＋（ぷ

らす）運動』を展開していきたいと思います。 

職員の皆さんには、引き続き、職員一人ひとりが市民目線を何よりも大切にしながら、日々の業務にあたっ

て下さい。 

最後に、今年の冬はインフルエンザと新型コロナウイルス、両方の感染防止対策が求められます。 

職員の皆さんは、「職員感染予防ガイドライン」を今一度確認し、手洗いやマスクの着用、日常的な消毒等の

感染予防対策などを徹底して下さい。 

◎報告事項 

〔都市戦略本部〕 

●テレワーク推進月間（11 月）の実施について 

テレワークは、新型コロナウイルス感染症の拡大防止とコロナ禍での業務継続に加え、職員のワーク・ライ

フ・バランスの向上にも有効な手段です。 

このため、本年４月からモバイル端末を利用した在宅勤務を試行的に実施しているところであり、テレワーク

を本市の多様な働き方の一つとして定着させるために、11 月を「テレワーク推進月間」としました。 

ついては、管理職が率先して推進月間中に少なくとも1回のテレワークを行うよう、積極的に働きかけをお願

いします。 

◎その他 

〔経済局〕 

●がんばろう さいたま！商品券（プレミアム付商品券）の購入応募について 

現在、がんばろう さいたま！商品券（プレミアム付商品券）の購入申し込みを行っており、期限が 11 月 10

日までとなっています。 

申し込み方法につきましては、WEB、または各区役所や市内全世帯に配布しました専用はがきによる申し

込みとなっています。 

まだ、申し込みをされていない職員の皆様には、ぜひお申し込みをいただき、新型コロナウイルス感染症に

よる落ち込んだ市内経済の消費喚起にご協力いただくようお願いします。 

◎次回の行政会議 

次回、令和 2年度第 9回は、12 月 3日（木）午前 10 時です。 



令和2年度 第８回 行政会議

令和２年１１月９日（月）

●テレワーク推進月間（１１月）の実施について

11月はテレワーク推進月間です
○ テレワークとは
在宅勤務、サテライトオフィスでの勤務、
モバイルワークのこと

○ テレワークを行うことで期待される効果
① 新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を
講じつつ、業務が継続できる職場環境の確立
② 職員のワーク・ライフ・バランスの向上

本市の在宅勤務（モバイル端末）の実施率※（本年４～８月）は、３．５％

[参考]国家公務員４７．４％（令和元年度実績） *職員数に対する実施実人数の割合

○ 今後の方向性と行動目標
・ 本市の多様な働き方の一つとして、テレワークが定着
するよう積極的に取り組んでいくことが重要です！！

・ 特に、管理職は、 推進月間中に、少なくとも１回は
テレワークを実施するように努めてください！！

自らの力で現状を変えて
働きやすい職場をつくろう！！

【都市戦略本部】

次回 令和２年度

第９回行政会議

令和２年１２月３日（木）

午前１０時～


